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SPNHC-TDWG2024 合同大会 日本初開催！ 

沖縄発のサステナブル MICE 運営へチャレンジします！ 

 
国際自然史標本保存学会（SPNHC）と生物多様性情報標準化委員会（TDWG）は、2024

年 9 月 2 日（月）から 9 月 6 日（金）まで、沖縄コンベンションセンターを会場に第 2

回合同大会が開催されます。合同大会としてはアジア初開催となります。 

本大会は、主催者・運営事業者がサステナビリティガイドラインを意識した MICE 運

営を行うことで、MICE 開催による沖縄への環境負担を軽減し、参加者が豊富な自然環

境を保護する視点をもつことはもちろん、独自性ある歴史文化に敬意を払い、開催地の

理解促進に努め、相互交流を目指しています。また、「大会参加者の行動規範」として

沖縄 21 世紀ビジョン「5 つの将来像」が紹介されており、これは国内外問わず初めて

の取り組みとなります。 

また、本大会は OCVB が事務局を務める沖縄 MICE ネットワーク「サステナビリティ部

会」による「沖縄 MICE 開催におけるサステナビリティガイドライン」に沿った監修を

行っております。国内の国際催事において、企画からフォローアップまで一定のガイド

ラインに則ってサステナブルな取組を導入した事例が少ないため、本大会が、今後の沖

縄 MICE にとどまることなく、日本全国における先駆的な国際会議のモデル創出となる

ことを狙います。 

 

 

【沖縄県開催の理由】 

〇日本の中でも極めて豊かな生物多様性を誇る島嶼地域である 

〇世界文化遺産・世界自然遺産をはじめとする独自の地域観光資源を有する点でも圧

倒的優位に立っている 

〇生物多様性のホットスポットが集中し、自然史科学研究における国を越えた連携の 

強化が期待されるアジア太平洋地域を俯瞰した時の中心的な立地である 

〇沖縄県が「新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」において国立沖縄自然史博物館を 

あらゆる機会を捉えて誘致に努めていくと位置付けている 

 

などの理由により沖縄が開催地として決定いたしました。 
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【開催地独自の体験コンテンツメニュー開発とデジタルコンテンツの発信について】 

 SPNHC-TDWG2024 では、沖縄県のサステナビリティガイドラインにそった MICE 運営を

実践し、開催関係者一律の参加満足度の向上につながるような大会運営を行うことで、

先駆的な国際モデルを創出することを目標とし、以下の取り組みを行います。 

 

〇開催地独自の体験コンテンツメニュー開発と今後の誘致案件への展開 

➣エコツアーの実施 

OIST 学生との共創による地域課題解決型の SDGs コンテンツとして、「ネイチャーポ

ジティブの先進地を旅する～恩納村[サンゴの村づくり]ツアー」を企画し、参加者の満

足度向上と若年層の高度な育成機会の創出を図ります。本ツアーは、本大会をきっかけ

に今後の誘致案件への活用も見据えて造成、運営します。 

 

➣観光資源豊かな沖縄のデジタルコンテンツの発信（デジタルコンテンツの紹介） 

開催地の魅力をより効果的に発信するため、沖縄のデジタルコンテンツを集約した

「Okinawa Digital Tourism Database(URL: https://oki-digitourism.com/)」を新た

に開設、併せてバーチャルツアーを企画し、本大会・エクスカーション等への参加促進

及び、会期後の来沖意欲向上を目指します。 

また、情報デジタル化の専門家である参加者からのフィードバックを基に、以降の沖

縄 MICE でも利用可能なコンテンツとしてブラッシュアップを図るとともに、県外・他

地域開催 MICE への先駆的モデルとなるよう、OCVB による誘致プロモーションにて継続

的に活用を行います。 

 

【会議概要】 

①SPNHC（Society for the Preservation of Natural History Collections） 

和名：国際自然史標本保存学会 

②TDWG (Taxonomic Databases Working Group) 

正式名称：Biodiversity Information Standards 

和名：生物多様性情報標準化委員会 

【テーマ】「地域能力の増進、国際標準の向上」 

【会期】2024 年 9 月 2 日(月)～6 日(金) 

【会場】沖縄コンベンションセンター 

【形式】ハイブリッド開催（ライブ配信あり） 

【規模】約 600 名（現地 400 名、遠隔 200 名：9 割国際参加想定） 

【WEB】https://www.tdwg.org/conferences/2024/ 

【内容】テーマ「Enhancing Local Capacity, Elevating Global Standards（地域能力 

の増進、国際標準の向上）」を取り上げながら、自然史・生物多様性コレクシ 
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ョンと地域コミュニティのつながりを強化し、生物多様性データの世界における

現在の標準を次のレベルへと押し上げることを目指し、シンポジウム、テーマ別

セッション、ワークショップ等を実施。 

 

■（参考）過去開催実績 

年 TDWG SPNHC 

2023 オーストラリア（タスマニア） 米国 サンフランシスコ 

2022 ブルガリア 英国 エジンバラ 

2021 

2020 
バーチャル開催 バーチャル開催 

2019 オランダ 米国 シカゴ 

2018 ニュージーランド（第 1 回 SPNHC-TDWG 合同大会） 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

●当日の取材に関するお問い合わせ 

  SPNHC-TDWG2024 運営事務局（株式会社沖縄コングレ内） 

   担当：佐々木、ヤマグチ、ピューン、與座 

   TEL：098-987-6817  FAX：098-869-4252 

   E-mail: spnhc.tdwg2024@okicongre.jp 

 

●その他のお問い合わせ 

（一財）沖縄観光コンベンションビューロー 

海外・MICE 事業部 MICE 推進課 

担当：上地、加治工 

TEL：098-859-6130  FAX：098-859-6222 



【SPNHC-TDWG2024】国際会議の開催効果拡大実証事業　様式４

SPNHC-TDWG 合同大会 2024 　全体スケジュール（暫定版）

会場 @沖縄コンベンションセンター　劇場棟・会議棟B

大会前 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 大会後

日 月 火 水 木 金 土

2024年9月1日 2024年9月2日 2024年9月3日 2024年9月4日 2024年9月5日 2024年9月6日 2024年9月7日

SPNHC総会
@会議棟B1

休憩

TDWG総会
@会議棟B1

ランチ

閉会・基調講演
@会議棟B1

ビーチパーティー
@トロピカルビーチ

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ライトニングトーク
@会議棟 B1

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

休憩

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

ランチ

Eポスター
@会議棟 B2ホール

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

SPNHC 委員長会義
@会議棟 B5

生物多様性ビンゴナイト
@Sky Bar Top Tree

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

休憩

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

ランチ

Eポスター
@会議棟 B2ホール

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

21:00

22:00

エクスカージョン
半日・全日コース

①識名園・首里城公園（半）
②サン・シルク・漫湖水鳥・湿地
センター（半）
③美ら海水族館・名護博物館
（全）

⑦Onna Village [Creation of a
coral village] Tour（半）
⑧Onna Village [Creation of a
coral village] Tour（全）

開会 & 基調講演
@劇場棟

休憩

一般口演
@劇場棟

休憩

ウェルカムレセプション
@ラグナガーデンホテル　羽衣

18:00

19:00

20:00

SPNHC 委員長会義
@会議棟 B5

休憩 休憩 休憩

16:00

17:00

14:00

15:00

ランチ

Eポスター
@会議棟 B2ホール

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

12:00

13:00 エクスカージョン
半日・全日コース

④首里城公園・首里染織館suikara
（半）

⑤沖縄県立博物館・美術館・ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞ
ﾝｸﾙｰｽﾞ（半）

⑥美ら海水族館・国際海洋環境情報セ
ンター（全）

10:00

11:00

TIME

7:00

8:00

9:00

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

休憩

同時並行セッション
@会議棟 B1, B3-7

ライトニングトーク
@会議棟 B1

ブース展示
@会議棟 B2＋ホール

LIVE

LIVE

LIVE LIVE

LIVELIVE

LIVELIVE

LIVE LIVE

LIVE

LIVE

LIVE

LIVE

各発表15分程度

ピッチトーク形式(一人／5分)

ピッチトーク形式(一人／5分)



～ネイチャーポジティブ先進地、サンゴの村恩納の旅～

ONNA VILLAGE × OIST INITIATIVE
沖縄における赤土流出環境問題、恩納村と沖縄科学技術大学院大学（OIST）の

取り組みに関するガイド付きツアー。

9/1
SUN

2024

SPNHCTDWG 2024 EXCURSION BUS TOUR COURSE 7+8

恩納村サンゴの村創りツアー

専門性をもったコーディネーター
によるプログラム提供

OISTの近未来的な
施設での体験

地域に根差し、現場を熟知した専門コー
ディネーター、OISTの研究者がプログラム
をリードします。現地フィールドワーク、意
見交換と交流を通じて地域の多様性あふ
れる異文化を楽しむことができます。

地域還元による
村づくりへの参画

先駆的な研究施設で、講座やディスカッ
ションを通し、分野の垣根を越えた交流
を楽しみます。また、施設内は近未来的
なデザインの建物と自然が共存し、ユ
ニークな景観も見どころの一つです。

本ツアーに参画することによる環境対策へ
の直接的な貢献とともに、参加費用が地域
住民の収入として還元されることによって、
それぞれの取り組みの持続可能性が向上
します。本ツアーは、実践的な学びととも
に、村づくりに参画できるプログラムです。

POINT 01 POINT 02 POINT 03

ONNA VILLAGE CREATION OF A CORAL VILLAGE TOUR



8:00
9:30
Optional Program 03 is included in Program 01
10:30
11:00
12:00
12:30
13:30
14:00

Depart Ginowan Gymnasium*
Arrive OIST (Program 01)

Depart OIST (Program 01)
Arrive Optional Program 01
Depart Optional Program 01
Lunch @Nakayukui Market(TBD)
Depart Nakayukui Market(TBD)
Arrive Optional Program 02

8:00
9:30
Optional Program 03 is included in Program 01
10:30
11:00
12:00
12:30
13:30
15:00

Depart Ginowan Gymnasium*
Arrive OIST (Program 01)

Depart OIST (Program 01)
Arrive Optional Program 01
Depart Optional Program 01
Lunch @Nakayukui Market(TBD)
Depart Nakayukui Market(TBD)
Arrive Ginowan Gymnasium*

*Ginowan Gymnasium is adjacent to Okinawa Convention Center

15:00
15:30
17:00
18:30

Depart Optional Program 02
Arrive OIST (Program 02)
Depart OIST (Program 02)
Arrive Ginowan Gymnasium*

恩納村サンゴの村創り講義
～持続可能な赤土流出対策～

ベチバークラフト体験

おんなの駅なかゆくい市場

講義＆グループディスカッション

桐野 龍

活動実績 活動実績

恩納村での「サンゴの村」創りを紹介し、陸域からの環境保全活動「持続可能な赤土流

出対策」について紹介します。フィールドワークとしての「Honeycoralproject」や「グリー

ンベルトベチバー2次活用」について説明を行います。

恩納村では収穫したベチバーを商品化することで新たな
産業・雇用を生み出しています。ベチバーを使ったクラフト
作りにより地域づくりに貢献します。

沖縄産のさまざまな農産物、特産物が集まる市場です。地産
地消の食事とお土産を購入して楽しみいただけます。

現地の農家を訪れ、「グリーンベルト（植生帯）」のためのイ
ネ科植物のベチバーの植付により、赤土流出防止対策に
貢献します。また、赤土対策の収入源となる養蜂を視察し、
採れたてのハチミツを試食します。

2017年恩納村赤土等流出防止対策地域協議会
農業環境コーディネーター着任

恩納村赤土等流出防止対策地域協議会農業環
境コーディネーター

長谷川のんの
沖縄科学技術大学院大学統合群集生態学ユニット

農業実践としての養蜂が既存の生態系に与える利益と影響についてのセミナーと議論。

沖縄県恩納村は、サンゴ礁が広がる美しい海に囲まれた国内有数の観光リゾート地です。恩納村

では、陸域から流出する赤土等の環境対策として、産官学で連携し、さまざまな活動に取り組んで

います。このツアーは、そんなネイチャーポジティブの先進地の取組を学び実践して、【村づくりに

参画】できるプログラムです。沖縄の自然環境の魅力の発見に加え、自然に根差した解決策

（Nature-basedSolution：NbS）に貢献できる機会となります。

2020年沖縄科学技術大学院大学博士課程入学
2021年ミツバチの研究に関わる発表6件

Program①に含む

FIELD WORK
ベチバー植付・養蜂視察体験

赤土等が海に直接流れ込まないよう河口域に設けられた「沈
砂池」の現場を訪れ、堆積した赤土等の堆積状況、生物多様
性の観点から外来種の生息状況等を観察します。干潮の時
間には、海から陸を見渡す経験もできます。

FIELD WORK
沈砂池視察体験

OPTION
03

OPTION
02

OPTION
01

PROGRAM
01

PROGRAM
02

自然環境を次世代に残し続けるために、
今わたしたちがするべきこと。

※雨天、荒天時はOISTの会議室でのプログラムを提供予定 ※雨天、荒天時はOISTの会議室でのプログラムを提供予定

全日ツアースケジュール半日ツアースケジュール

P R O G R A M S

O P T I O N A L  P R O G R A M S ( T B D )

LUNCH

Ryo Kirino Nonno Hasegawa


